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本邦に於けるオリーブの生産は僅かに香川頗下に細～60石、岡山潔下笹10石田外産出する把過ぎ  

ないが、瀬戸内海沿岸地方鱒気候的にオリーブの適地と見徹されていて将来有望硯され七ゐる。食  

近農林省では之が増産計蓋を立て、逐年苗木の増殖を行ってゐるから近い簿釆本邦に於てもオリー  

ブ果実加工事業が発展する可能性があるものと思はれる0増産の主目的はオリーブ油の生産にある  

・よ云はれてるが過去の経静から見てオリーブ油だけでは襟算がとれない場合が多いと考へられる0  

何うしても果実の加工事実を併せて増産計婁を進めるべき性質のものであらふ0   

倣って筆者等は本邦のオリーブ栽培の現況を調査すると共に、現在生産されてゐるオリーブがグ  

リーンビックルの壇語又はライブオリーブ躇諸に加工して見て品質的に何うか？ と云ふ点を研究  

して見たいと恩ひ少数量ではあるが試作実験を行って見た。   

原料果実は簸て香川願小豆那西村の農林省オリーブ試験地のものを用ひた0試験襲旗ほW・Ⅴ・  

CrueSS：－Comlnen3ialFruit and VegetableProductsに記載勾方韓によったo  

l （1）グリーンオリーブピックル噂話  
I  

A 品種アスコラノ（As¢01壬もnO）   

探集遥戟－19釘．10．20．午前採集、 

数量－ 

袈達慮過一  

（1）股拉－2％N孔0吼230Cで3時間朝分、払睨洗（フェノールフクレイン判定）  

（2）水洗－190C水温で19時間（フェノールフクレイン判定）  

（8）仮塩水潰－5％塩水に舶時間  

（4）本場水清一8％塩水、口樫鋸m2リットル容壕語とし、陽光の当る所に豊漁貯痺。  

（5）乳酸惟酵一水洗後の果実酸度0・12％（乳酸）、添紡せず窺過を見た0 その酵醗窺過は第1表  

の通りである。  

考察  

（1）兼宍…・・・アスコラノ橿はオリーブ申の最大   

：取でグリーンビックル専用種であるが、本  

邦の風土では樹勢弱く不適当である。試験  

把用ひた果実は大黒の果樫13●り16吋位し  

かなかったから此の品種としては充分一忙肥  

大したものではなかった。  

（2）腹洗水洗……本邦の素懐では関西で10月20  

解1表 アスコラノ越生敢グラフ〔1947．10．24．開場）  
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■l  

日前鎮は未だ水腹が高過ぎて睨粒が急送になり勝ちとなり、 

くかった。又水洗申酪解する堪れが多分にあって長時間完全に水洗する事が国雄であるから  

償塩水蚤をし射ナれぼならない不便を感じた。  

（さ）酵頚…‥・之は気温が充分である刺子に順調に進んで約40日筏には故に主顆群が大凡そ尭了L  

色が衣蔑色忙変化した。約6ケ月鎮の敦盛0，92％（乳酸）であった。依って果実の胎質分析  

は行はなかったが本邦に於ても此の晶穣接醗憤慨成剤としての添階の必要凌認めなかった0  

（4）襲．品……水洗操作で水道水の食気のため鞘分場変部を認めたが酸の生成と共に褐色は斡失し  

て莫譜な袈品となった。風味も外軌抗に比して遜色は認められ孜かった。   

玉、南榎マンずニロ（M壬もnzanil18・）   

搾集蓬搬－ユ9ヰ7．10．25．午前綜集、鮫に入れ学校へ持参、26日午前奥連関始   

数量－ユ斗（11，520g）約3，700粒（1粒8．1g倣大々：・1g）  

幾連接過－  

（1）脱建一2％胸OIJ、18．50Cで5時桐畑分、鴇旗踵  

（2）水洗一水温170Cで40時間  

（8）仮塩水損－6％塩水に3日間  

（4）本塩水清一8％塩水、口径3㈹20リツ†、ル容ダルマ填に詰め、前Ⅰ司櫨窒温貯薇  

（5）乳酸醗酵叫水洗魔の果実敦盛0．09％（乳酸）．果実険質の分析は省略した。始【めの10日間は  

そのまま窪過を見たが思はしくなかったので、果実目方の約1％の粗製葡萄騎を加へ、更に   

10日後金畳に対して約0・1％量の乳酸を加へた0之は醗酵が進行 しないま東で長期間に亘る  

と腐敗の執れがあると恩はれたから添放したのである。低酸度のまま・2月中旬に至り漸く清  

澄な醗酵を始め、8月下旬に完了した。約6ケ月後の酸度0．馳％ぐ乳酸）であつ；を。此の怪  

酵経過は第2表の通りである。  

（6）填詰一米囲襲．打einz4オンス容シリンダー型填老兄本に王冠寄の新型填を塊作、（町雀如血   

高さ1姦．さ咄、黎額120。。）、大小碓別肉話し、8％壌水を煮沸冷却して0．5海鼠酸を添加し  

た注液を満注の状態で挽窺挟作をせずに打栓した。約1ケ月間経喝を見たが上部基隙部に白  

い菌膜が生ずるのを発見したので600C L5分の加熱殺菌を施Lた。  

ヽ  

出来高……M（20－25粒譜）26本  

S （25～30粒請）97本  

SS（き0株以上） 22本  

合 計  145本  

ニJき室さ  

●  

（り果実・・…・マンデニl－踵はスペインオリーブ  

のビックル用二投遺品撞と云はれ、垂形美果  

であるが本邦では此の’槙も静勢が覇くて栽  

培は困難である。供試果実は大典で発揮  

解2蓑 マンザニロ種生懐グラフ（194・7．10．31．開始）  
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1！k吋位であったからクモ囲盛岡品健の典型に比して綿々小黒過ぎる槙であった0叉果皮面の  

塀が甚だ多く睨経後に特に我が目立つ欠点があった。之は病害、枝切すりきず及び画像み等  

力漣来るものであるが、此の品踵は柄寧に弱く邑つ果皮が柔かいので本邦では余り有望視出  
●  

釆率いと．鼠はれた○  

（2）脱湛水涜……本邦のマンザエロ収穫時期は10月25日前後であるが此の時分でも未だ水塊が裔  

過ぎて腹湛と水洗の均等な操作を行ふのに雑点があった。殊に此の詣橿は壊臭が多く県南全  

体の熟度が不均一であった結果瞭添の適度を判足するのに苦心L．た。  

（8）醸酵……本渡10月31日から開始し声のであるから未だ泉洩は余り降ってゐないにかかわらず  

醗酵の遊戯輝かった。そこで前記の如く醗酵補助剤を添加し、更に薗放防止のために添酸  

を行った。文献（1）によると米固加州では此の品種は醗酵職助別の加用が必要である事を記  

載してあるが本邦に於てもその必要性を認めた。  

（4）袈局……風味は良好であったが非常にスポットが多く外観見劣りがLた。ただ農型丸くて墳  

に詰め易い長朋があった。   

C、品種ミッション（Mission）  

蹄集遅搬－1947．11．5．蹄集、袋譜で学校へ持参、豊胡酪連開始   

数量－2斗3升（22，100g）約11，000粒（1粒2・いg・放大3・5g）   

異邁慮過－  

（1）腹湛－2％Ni10上l、100CでミI時間、瑚鎗酵  

（2）水洗一水温90Cで60時間，  

（3）塩水漬－8％塩水で前同様のダノしマ埠に本漬し、室温に貯蔵  

（ヰ）頗好一水洗彼の果実の酸度0．Uヰ％（乳酸）、果実糖質の分析は省略した0此の季節は最早束  

浬が乾いため各期間中殆ど乳酸頗醇は過行しないと一組はれたので始めから添臆し添酸も行つ  

た。葡萄騎は果寧日方の約1％、乳酸を重畳め約0・l％畳加へた0前■樺マンザニロ櫛と同棲  

2月中旬頃から清澄怒頑酵が始まり4月上旬に略々完了！＿た。約5ケ月後の酸度0・94％（乳  

酸）であった。此の磯酵患過を第8表に示す。  

（5）墳譜一前衛と同棲填藷とした。殺菌も前踵同観実施Lた0  

出来高……S （2き－＄0粒譜）120本  

SS（30粒以上） 215本  

合 計  3拍本  

考察  

（り：東共……ミッション橿は米周加州から恨た  

豊産踵で小粒に過ぎる欠点はあるがグリー  

′ ンビックル用にも可成利用されてゐる。本  

邦でも此の品鐙は食も成嶺よく有望のため  

今後の唱麿計塞は此の品種で行はれる事に  

第3寮 ミッション種虫酸グラフ（1947．11．り・開始）  
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なってゐるとの事。供託果は大農のもので典秤1りi6吋程痩であるから誠桓小粒で高級鹿的な  

ビックル異品を作る事は困難であると考へられた。しかし本邦に於ては原料的た此の品種が  

・主体になるし、文展実の質も甥が少なく、興遼寧節も無難で製達し易い利点をもってゐるか   

ら、比較的大粒奥のみ拭って搾集彗る犠に努 るなら原料として敢過と偲はれた。  

（2）縁蘇水洗……ミッシヨこ／棲の拝集適期は蹴掛ても適当な覇泥の毎で、此翻勺長時間かかるが  

それだけ均等性があって韓作し易いと思捻れた。  

（3）醗酵・…．‥マンザエロ種よりも順調な経過であった。此の品種も聴聞加州ではマンザニ・11棲と   

同様酸酵補助剤の添加が必要であると云はれてゐるが本邦に於てもやはりそれと同じ條件で  

あ 

（り襲舟…‥色沢風味は替れた異品を得た。ただ灘粒が梢々′ト果過るから他局凄より外観見劣り   

がした。叉噂話の際果型が梢々良柏用形であるから牧苓するのに清めにくい欠点を認めた。   

従って此め晶橿怯美的な高級噂話用のものより寧ろバラ詩興品に適す・5と恩はれた。歩留は  

4オンス容填詰】ダース当り原料1，5榊g（、約りい；合）を聾した。  

（2うライブオリーブの樺話  

A、第】回 品種ミッション（チェリーヒ：ンクの熱度）   

持薬蓮機－1日4ア・l］．5・搾集、袋籍にて学校へ持参、登朝興連関胎   

教最一丁升（’7，1糾g）約2，38（）椀（一1．椅3．5g二枚大3．アg）   

製迫経過－  

（1）塩水清一8％塩水に2週間窒視で貯耗  

▲（2）アルカリ地理－1％Na（）且 90Cで和昭間、兢湊透  

（3）名案晒し－1夜（オリーブ果皮を異変させる馴勺）  

（4）旋盤－0・6％Na O打、ア～】qOCで6時間授渚後］夜基気肺l－′を行ふ。此の操作を反復5日   

間撞御施して偲ぼ完全舵駄の目的を簿Lたム  

く▲5）水洗－▼l日数同換水し乍ら5日間水師してその馴勺を凌した。  

（（りキュアリングー2．声％塩水に5日間唐込  
●  

（り膵語－－4与絆2卵g語、2・5％塩水注入、2叫巌巷動こて密軌一一ほOC申分廟革  

粗華南……M（異種1！i6～1細川・） 鋸譜  

S （泉繹1ワ弓8～1！㍍呵・．）1瑚感  

SS（典繹1一瓶叫以下） 耶飴  

Mix  l礪  合 計  27総  

月、第2同 点穫ミッション（チェリーレッド～ブラックの熱度）  

坪集蓬撮－194ア・11・20・揮集、現地把て塩蔵せるもの持象】2月＄日製造開始   

数量－2升（2．川¢g）約6tiO粒（但し塙蔵後のもの）   

製蓮経過一  

（1）塩水藤一現地オリーブ試験場にて8％蟻水に常深で2週間貯蔵  
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（2）アルカリ処理－】％N乱0〃、80CにてG時間浸蕾、1．乞港透   

（8）姦策附し－］夜薄く防げて実施  

（4）振鈴て0．5％Na（痕、5－rIOCにて6時間浸演技姦束晒し1夜行ふ。此の操作を反後7日間   

■ 琴魂してほぼ目的を達した。 

（5）水洗－1日数回の換水をし乍ら6日間水防して目的を達した。  

（6）キュアリングー3％蟻水に5日間授潰  

（ア）権語－4号繕2きOg許、3％塩水箆入、2叫■展墓度にて碑軌1柑OC（1昭｝殺菌  

出釆高・…‥M  8き膚  

S  ● 2爵控  

SS  2絆  

NIix l捕  食 計  9躍   

考察  

．（1）果実……第1、第？回共ミッション在を用ひたが熟度の点で供試晶より梢々農熱に逸んだも   

lのを用ひた方が適当かと偲はれた。筆者等の行った興遭遇層ではピンク熱色程度では果肉組  

織が楷々同繁り過ぎる傾向であった。雲払罷の色沢が県南均等に黒色でなく部分的に淡色の何  

が発見されたが之は果粒の熱色の淡い部分である橡に恩はれた。  

（2）皇色……基気糾し捜作で初めは芳しく金環而黒色に変化するが、その後の泥汲及水防の披作  

によって可成り色が剥げる（淡色になる）傾向を認めた。寵奄黒熱の泉粒にはか様な慎向は  

なかったから原料熟度の関係かと．軌はれるが、なほ基寮晒しの換作に於ても改善すべき点も  

考へられる。即ちアルカリ浸潰中も水洗巾も基気を液中に噴入する装置を以てすれぽその年  

点は補ひ得るかとも考へられる。今回の実験ごは停電のため試みられなかった0  

（3）磯透析蜜日数……初めの墟水貯蔵期間は来期任意であるからその後の男達工程に要した日数  

を以て検討すると第1回17日間、第2向20日間を要した。主として脱番と水洗に長時間を要  

するが気温が低い時七陣醇む徴操は全然認められなかったとし′てもなほ所要日数の短鮎と云  

ふ′削こついて研究する裁物があり揉Lないかと考へられた。  

（4）袈掛…‥製品の色沢は精々淡色であったが風味は外囲品と遜色恵い輿「罷を得尭。なほ白描を  

用ひたものは貯蔵期間中更に槌色の傾向を認めた故此の絆語は内面塗装縫ご尉ナればならな  

■   い事を知った。歩留は4号膵4打入1箱当り原料12，330g（約12升）を要する計算になつ  

た0   

摘要   

本邦小豆島覆のオリーブ果冥を以てグリーン′ヒトツクルの填葦とライブオリーブの鰭語試作実験を  

行った。   

その結果本邦とl．て原料的に豊富なミッション棲はグリーン及びライブの雨加工に此密約摩秀な  

無品を得る見透しを得た。試作品を准、進駐軍大阪軍政部経済部長Viol王も．M．月鋸mOn氏に試食  

願った帆確固力州産のものと何畠逐色ない風味であるとの批評を得た。併L小粒とスポッ㌧†めあ  
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る点は倍ほ原料採種上注意しなけれぼなら尉ハであらうとの許であった0グリーンオリーブはスポ  

ットが特に目立つがライブオリーブはその点無難であるし、雄途も原料を塩赦しておいて冬期申に  

任意操業出承るので本邦のオリーブ加工はライブの方が娘達し易いと萄へられる○又来観では一般  

にライブの方が噂好され従ってその消費畳も多いとの事である。  （昭和23年ア月）  

文献 ①W．Ⅴ．CruCSS：－PicklhlgGreeTiOljve・tJn；veL・sityofCalif，AgrLE坤■St・，Bul・No・4・98，1930・  
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